
■⾼規格道路等の整備促進と機能向上
・圏域間の交流拡⼤や地域医療の充実、地域経済の活性化などを図るため、国やNEXCO東
⽇本などと連携し、⾼規格道路をはじめとする幹線道路の整備を⾏います。

・活⼒ある道⺠の⽣活や地域の活性化を⽀える道路整備を推進します。

北海道では、⼈流・物流の⼤半を道路交通に依存しています。経済活動を⽀え、地
域の交流や発展に寄与する⾼規格道路等の整備を促進します。

【高規格道路等の整備】

道道仁別大曲線（羊ヶ丘通）

高規格道路 日高自動車道（日高門別IC～日高厚賀IC間）

①⾼規格道路等ネットワークの形成

(3)持続可能な社会・経済の形成
Ⅳ．社会資本整備の基本⽅針と主要施策

【事業効果】
国道235号の⾨別町富川交差点は

渋滞ポイントになっていたが、⽇⾼
⾃動⾞道が開通したことで、ダブル
ネットワークが構築され、通過交通
の速達性・定時性が向上した。

【事業効果】
国道36号の⼤曲交差点における

慢性的な交通混雑の軽減を図るため、
新たにバイパス道路を整備すること
で、交通が分散され、通過交通の速
達性・定時性が向上した。

高規格道路 旭川東神楽道路（旭川市・東神楽町）

【事業効果】
道道鷹栖東神楽線などの旭川市

街地部における交通混雑を解消す
るため、新たにバイパス道路を整
備することで、交通が分散され、
旭川北ICや旭川空港への速達性・
定時性が向上した。

全国に比べ道内の開通率は

未だ低い状況

ひがしかぐら

計画総延長12,175km
91％開通

開通延長 11,055kmkm
事業中

775

未着手区間の割合
3％(345km)

高規格幹線道路の開通率

【全 国】（北海道を除く）

【出典：北海道調べ】

（旧名称）地域⾼規格道路を除く

計画総延長1,825km

開通延長 1,199km
事業中

km264

66％開通

未着手区間の割合
20％(362km)

【北海道】

令和５年４⽉１⽇時点

国道36号の渋滞状況

開通状況

旭川市街地の混雑状況
旭川空港
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